
 

 

 

  みなさんこんにちは！福島県福島市の医療生協わたり病院です。 

 前号を出したのが医師国家試験のあと、12日くらいのことだったんですが、そのあとめちゃめちゃ

雪降りましたよね|д ﾟ)福島に古くから住んでる人でも、こんなに雪降ることはなかなかないって言っ

てました。病院の患者さん用駐車場もスタッフ総出で雪かきでした（写真）！車もスタッグしまくり！

雪かきで身体痛い！寒い！こんな中でもちゃんと（徒歩で）仕事に来るもんだから医療スタッフって

すごいよね。いやほんと。ということで今月もお送りします。新入生の皆さんも読んでくださいね！ 

地域の患者さんに寄り添ったプライマリ・ケアを 

学べる実習申込はこちらから！ 

わたり病院 検 索 

～３・１１を忘れない～ 
写真は震災当時の避難所訪問の様子（2011/3/17） 

〒960-8141 福島県福島市渡利字中江町34 

医療生協わたり病院 医局事務課 

Tel.024-521-2056  Email: rinken@fmc.u-coop.or.jp 

臨床力アップセミナー 
～指導医のもとで主治医体験してみよう～ 

交通費・宿泊費補助有！県外の医学生の方もどうぞ。 

日  時 ：４月３日（木）～４日（金）の２日間（予定）  
    ※２日間連続参加を基本としますが、１日のみの参加も可能です。 

監  修 ：渡部 朋幸 医師（わたり病院研修委員長） 

問い合わせ：024-521-2056 わたり病院 医局事務課 

4月から 

5年生・6年生の皆様 

実習生が主役となって、指導医といっしょに行動し、

副主治医体験をします。担当する指導医が実習生

の３日間の目標、希望を確認し、イメージの共有をし

ながら実習を進めていきます。病棟実習以外にも学

習企画をたくさん用意して、実習生が明日から役に

立つことをレクチャーします！ 

 大学の実習では学んだことはあっても、実際にこの症例の患者さん

を受け持ったことはなく、実際の治療方針についてそれほど深く考え

たことがなかったので、とてもいい機会だと感じました。また、臨床倫

理4分割法を用いて実際の患者さんを例に学ぶことができてよかった

です。事務の方がとても手厚くサポートしてくださり、とても実習に参

加しやすいなと感じました。【2013年12月・福島県立医大5年】 

心電図やエコーなど、授業では教えてくれなかった読み方を教えてく

れたことがとてもよかったです。【2013年8月・杏林大5年】 

はじめて告知のような場に立ち会えてよい経験になりました。【2012

年12月・福島県立医大5年】 

これまでの参加者の感想 

（右）当院の研修医は総合

内科の主治医として日々奮

闘します。わたり病院の“主

治医感”を体感してください。 

（左）臨床推論「ドクターW」

の様子(^。^)まだ臨床実習を

回っていない5年生の方でも

参加できます。 



 
 

 

医学部では学べないことがある。 

全国の医学生との交流は卒業後も！ 
新入生のみなさんへ 

奨学金制度があります 

 医療生協わたり病院が加盟している福島県民主機関連合会（福島県民医連）で

は、返還免除制度のある月額15万円の奨学金を貸与しています。更に返還義務

のある特別貸与制度として、1万円単位で最高月額10万円までの制度もあります。 

返還免除制度は当連合会加盟院所・事業所にて医師として貸与期間と同期間勤

務すれば免除されます。 

 奨学生の義務として奨学生活動への参加があります。全国から300人を超える医

学生が集まり医療と医師研修を考える「医学生のつどい」や県単位で行う奨学生

活動などがあり、医学生としての“学び”により深みが出ます。特に医学生のつどい

は30年以上続いており、そこで語り合った仲間はかけがえのないもの。卒後、医師

になってからも連絡を取り合ったりしている先生も多いようですよ(^。^) 

 【医学生のつどいテーマ例】 2013年：終末期医療について 2012年：原発問題 

福島県民医連 検 索 

実習に来ていただいています 

～当直実習編～ 
自治医科大学6年 Aさん 

獲得目標 

 大学病院での実習では3次救急や高度専門医療の実際を見さ

せていただきましたが、もっと住民の方々に近い1次・2次医療機

関の医療・救急の実状を見させていただきたいと思いました。 

感想 

 夜間救急でいらっしゃった患者さんの数自体は6名と多くはな

かったが、2名入院の患者さんがいらっしゃいました。お2人とも

呼吸状態が悪く、朝にはある程度安定した状態となったが、それ

までの対応を見させていただき、実はこのような患者さんにあた

らせていただくのはほぼ初めてで、大学病院での多発外傷の処

置とはまた異なる大変さを感じた。大学病院ではマンパワーがよ

り豊富なので、それで乗り切っていた感があったが、こちらでは

スタッフの皆さんの志で乗り切っていらっしゃると感じた。 

今までにない経験で、自分の目指す地域に根差した医療者とな

る原動力となると思います。 夜間に入院した患者さんについて先生方へプレゼンしている様子。

緊張の面持ちでしたが、いい体験ができたようでした！ 


